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小泉総裁から推薦状を受けとる山田知事

3
月
23
日
告
示
、
4
月
9
日
投
票
で
実
施
さ
れ
る
京
都
府
知
事
選
挙
に
出
馬
を
表
明

し
て
い
る
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
を
自
民
党
京
都
府
連
は
自
民
党
推
薦
候
補
と
し
て
、

党
本
部
に
上
申
す
る
こ
と
を
1
月
26
日
の
選
挙
対
策
委
員
会
で
決
定
し
た
。

2
月
2
日
、
自
民
党
本
部
の
総
裁
室
で
、
小
泉
純
一
郎
総
裁
は
山
田
知
事
へ
自
民
党

の
推
薦
証
書
を
授
与
し
た
。
総
裁
室
に
は
、
京
都
府
連
所
属
の
国
会
議
員
の
大
半
が
立
ち

会
い
、
自
民
党
京
都
府
連
と
し
て
、
全
面
的
に
山
田
知
事
の
再
選
を
支
援
す
る
意
志
を
示

し
た
。
前
回
の
選
挙
で
山
田
現
知
事
と
争
っ
た
、
京
都
4
区
選
出
の
中
川
泰
宏
氏
も
そ
の

場
に
出
席
し
た
。
党
本
部
側
は
、
小
泉
総
裁
の
他
、
武
部
勤
幹
事
長
、
選
挙
の
実
質
的
な

責
任
者
で
あ
る
総
務
局
長
の
遠
藤
武
彦
衆
議
院
議
員
も
山
田
知
事
を
迎
え
た
。

授
与
式
は
、
滞
り
な
く
進
み
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
山
田
知
事
は
小
泉
総
裁
や
伊
吹
府
連

会
長
と
談
笑
し
て
い
た
。
山
田
知
事
は
、
昨
年
4
月
に
開
館
し
た
和
風
迎
賓
館
の
魅
力
を

強
調
し
な
が
ら
、
２
０
０
８
年
サ
ミ
ッ
ト（
主
要
先
進
国
首
脳
会
議
）の
京
都
府
へ
の
誘
致

を
要
望
し
た
。
小
泉
総
裁
は
、
昨
年
11
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
京
都
訪
問
を
思
い
出

し
な
が
ら
、「
住
民
か
ら
交
通
渋
滞
に
関
す
る
苦
情
が
多
か
っ
た
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
」
な
ど
と
応
答
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

な
お
現
状
で
は
、
知
事
選
は
、
自
民
党
・
公
明
党
・
民
主
党
な
ど
が
推
薦
す
る
山
田
知

事
と
、
共
産
党
な
ど
が
推
す
京
都
母
親
連
絡
会
事
務
局
長
の
衣
笠
洋
子
氏
の
一
騎
打
ち
に

な
り
そ
う
な
模
様
で
あ
る
。

小
泉
総
裁
、
山
田
知
事
に
推
薦
状
を
交
付

自
民
党
の
太
田
誠
一
党
改
革
実
行
本

部
長
が
、
議
員
バ
ッ
ジ
を
廃
止
し
た
い

と
発
言
し
た
。
新
聞
報
道
だ
け
で
あ
る

の
で
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い

が
、
議
員
バ
ッ
ジ
は
い
か
に
も
特
権
的

で
政
治
の
後
進
性
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
、
廃
止
し

た
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
ら
し
い
。
さ
ら
に

太
田
氏
は
、
国
会
議
員
バ
ッ
ジ
を
採
用
し
て
い
る

国
は
、
日
本
と
韓
国
の
二
ヶ
国
だ
け
で
い
か
に
も
品

位
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
日
本
人
は
バ
ッ
ジ
の

好
き
な
国
民
性
で
、
会
社
員
、
地
域
社
会
に
お
い
て

も
地
方
議
員
か
ら
消
防
団
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の

人
も
つ
け
て
お
り
、
中
に
は
国
会
議
員
よ
り
立
派
な

バ
ッ
ジ
さ
え
あ
る
。
バ
ッ
ジ
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事

に
誇
り
と
使
命
感
を
植
え
つ
け
る
こ
と
に
大
い
に
効

果
が
あ
る
。
国
会
議
員
も
特
権
意
識
を
持
つ
と
い
う

こ
と
よ
り
、
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
い
る
か
ら
常
に
身
を

正
し
、
悪
い
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
人
の
模
範

と
な
ら
な
け
れ
ば
と
絶
え
ず
意
識
す
る
。
国
会
議
員

バ
ッ
ジ
は
「
私
は
国
会
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
他

人
に
見
せ
び
ら
か
す
の
で
は
な
く
て
、
身
分
を
証
明

す
る
一
つ
で
も
あ
る
。
国
会
議
員
と
い
え
ど
も
、
議

員
バ
ッ
ジ
が
な
け
れ
ば
国
会
議
事
堂
に
入
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
私
も
バ
ッ
ジ
を
つ
け
忘
れ
て
国
会
の
委

員
会
室
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
衛
視
か
ら
制
止
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
従
っ
て
、
バ
ッ
ジ
は
入
場
証
、
身

分
証
明
証
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
な
く
な
れ
ば
、
国

会
、
議
員
会
館
の
入
場
、
電
車
に
乗
る
と
き
、
常
に

証
明
書
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
員
バ
ッ
ジ

が
、
特
権
的
と
い
わ
れ
て
ビ
ク
ビ
ク
す
る
よ
う
で
は

困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
行
政
改
革
の
中
で
議
員
バ
ッ

ジ
な
ど
は
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
大
胆
に
切

り
込
む
改
革
が
他
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
筈
だ
。

恒 心

授与式で小泉総裁を囲んで（右端が二ノ湯議員）

自民党、山田京都府知事を推薦自民党、山田京都府知事を推薦
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2
月
2
日
、
日
本
会
議（
会
長
・
三
好
達　

元

最
高
裁
長
官
）、
日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談
会（
会

長
・
平
沼
赳
夫　

元
経
産
大
臣
）、
皇
室
典
範
を

考
え
る
会（
代
表
・
渡
部
昇
一�

上
智
大
学
名
誉
教

授
）の
有
志
が
合
同
で
、
久
間
章
生
自
民
党
総
務

会
長
に
、
皇
室
典
範
の
拙
速
な
改
定
に
反
対
す
る

決
議
文
を
手
渡
し
た
。

皇
室
典
範
の
改
定
に
関
し
て
は
、
昨
年
��
月
に

小
泉
総
理
の
私
的
諮
問
機
関
「
皇
室
典
範
の
改
正

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
吉
川
座
長
・
元
東
大
総

長
）が
、「
女
系
容
認
・
長
子
優
先
」
を
柱
と
す
る
答

申
を
出
し
た
。
現
在
の
皇
室
に
は
秋
篠
宮
殿
下
よ
り

年
下
の
男
子
が
お
ら
れ
ず
、「
皇
位
は
男
系
の
男
子

が
継
承
す
る
」
と
し
た
現
在
の
皇
室
典
範
で
は
い
ず

れ
皇
位
を
継
承
す
る
皇
族
が
い
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
と
い
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

抜
本
的
見
直
し
区
間
と
さ
れ
て
い
る
第
二
名
神

高
速
道
路
の
「
大
津
─
城
陽
」「
八
幡
─
高
槻
」

2
区
間
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
よ
っ
て
、「
無
駄
」

な
公
共
事
業
の
象
徴
と
さ
れ
た
。
道
路
公
団
改
革

に
取
り
組
ん
だ
作
家
の
猪
瀬
直
樹
氏
は
、「
実
質

的
に
は
京
滋
バ
イ
パ
ス
が
第
二
名
神
で
、
第
二
名

神
は
第
三
名
神
と
な
る
か
ら
不
要
だ
」
と
主
張
し

て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
関
係
自
治
体
や
地
元
経
済
界

は
、
第
二
名
神
の
早
期
開
通
の
必
要
性
を
訴
え
続

け
た
。
昨
年
2
月
に
は
、
関
係
府
県
の
与
党
国
会

議
員
ら
も
、
第
二
名
神
高
速
道
路
建
設
促
進
議

員
連
盟
を
結
成
し
、
地
元
関
係
者
と
一
致
団
結

し
て
、
度
々
2
区
間
の
早
期
着
工
を
要
望
し
て
き

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
土
交
通
省
は
建
設
の
意

向
を
明
白
に
示
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
迎
え
た
2
月
7
日
、
国
の
高
速
道

路
建
設
計
画
を
決
定
す
る
、
国
土
開
発
幹
線
自

動
車
道
建
設
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、

国
土
交
通
省
が
、『
第
二
名
神
の
抜
本
的
見
直

し
区
間
は
、
片
側
2
車
線
、
制
限
速
度
を
時
速

１
２
０
㎞
か
ら
１
０
０
㎞
に
し
て
勾
配
を
少
な
く

す
る
な
ど
規
格
・
構
造
を
変
更
し
、
事
業
費
を
約

３
５
０
０
億
円
削
減
し
た
。
着
工
す
る
時
期
は
、

平
成
20
年
度
に
第
二
名
神
の
「
亀
山
─
大
津
」

が
、
平
成
2�
年
度
に
は
第
二
京
阪
の
「
枚
方
東
─

門
真
」
が
そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
と
な
る
が
、
そ
の

時
の
周
辺
の
交
通
需
要
・
状
況
を
見
て
判
断
し
た

い
』
と
説
明
し
た
。
第
二
名
神
不
要
派
に
配
慮
し

妥
協
し
た
た
め
で
あ
る
。

結
局
、
建
設
路
線
に
指
定
は
さ
れ
た
も
の
の
、

着
工
時
期
の
判
断
を
す
る
ま
で
に
さ
ら
に
3
年
以

上
か
か
り
、
困
難
な
用
地
買
収
も
そ
の
後
に
し
か

始
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
第
二
名
神
の
開
通
を
前

提
に
街
作
り
を
進
め
る
沿
線
自
治
体
な
ど
地
元
関

係
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
残
念
な
結
果
で
あ

る
。第

二
名
神
の
建
設
は
、
構
想
段
階
を
含
め
れ
ば

既
に
30
年
以
上
か
か
っ
て
い
る
が
、
地
元
事
情
を

知
ら
な
い
民
間
人
ら
の
発
言
で
ま
た
先
延
ば
し
と

な
っ
た
。
政
府
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
も
、
地
方

の
事
情
に
通
じ
た
人
を
も
っ
と
多
く
含
め
、
真
の

「
地
方
分
権
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
答
申
に
対
す
る
反
対
論
が
至
る

所
で
噴
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
天
皇
の
父
を

辿
れ
ば
必
ず
初
代
天
皇
の
神
武
天
皇
に
辿
り
着
く
」

と
い
う
皇
位
継
承
の
本
質
で
あ
る
「
男
系
継
承
」

を
守
る
努
力
を
せ
ず
に
、
安
易
に
「
女
系
天
皇
」

を
容
認
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
批
判
の
声

が
起
こ
っ
て
い
る
。
有
識
者
会
議
の
委
員
の
ほ
と

ん
ど
は
皇
室
問
題
の
門
外
漢
で
あ
り
、
そ
う
し
た

委
員
が
わ
ず
か
30
時
間
足
ら
ず
の
議
論
で
、
あ
た

か
も
結
論
あ
り
き
で
「
女
系
容
認
」
の
答
申
を
ま

と
め
た
。
し
か
も
、
三
笠
宮
寛
仁
殿
下
が
「
歴
史

と
伝
統
を
平
成
の
御
世
で
、
い
と
も
簡
単
に
変
更

し
て
よ
い
の
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
が
、

吉
川
座
長
は
「
ど
う

と
い
う
こ
と
は
な
い
」

と
全
く
耳
を
傾
け
な

い
、
か
た
く
な
な
態

度
で
あ
る
。

決
議
文
を
受
け

取
っ
た
久
間
総
務
会

長
は
、「
皆
さ
ん
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
気
持

ち
だ
。
今
回
の
国
会

で
、
一
気
呵
成
に
変

え
る
必
要
は
な
い
。」

と
、
今
国
会
で
の
法

案
の
可
決
に
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
た
。

皇
位
継
承
が
問
題
に
な
る
の
は
、
皇
太
子
殿
下

の
次
に
秋
篠
宮
殿
下
が
即
位
さ
れ
た
後
の
問
題

で
あ
る
。
今
国
会
で
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
切
迫
し
た
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。
し
か
も
2

月
7
日
、
秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
が
ご
懐
妊
と
い
う

ビ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
も
し
、

男
の
お
子
様
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
な
ら
、
皇
位

継
承
第
三
位
と
い
う
立
場
に
な
ら
れ
る
。
秋
に
出

産
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
皇
室
典
範
問
題

は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
置
く
の
が
常
識
と
思
わ
れ

る
。
皇
室
の
問
題
は
国
柄
に
関
わ
る
重
要
事
だ
け

に
、
ど
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
に
せ
よ
、
慎
重
に

取
り
扱
い
、
国
論
の
分
裂
だ
け
は
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

拙
速
反
対
論
が
沸
き
上
が
る

流
れ
を
変
え
る
紀
子
さ
ま
の
ご
懐
妊

久間総務会長に反対の意向を伝える国会議員（左端が二ノ湯議員）

皇
室
典
範
の
性
急
な
改
定
に
反
対
、

関
係
者
、
久
間
総
務
会
長
に
申
し
入
れ

第二名神、着工判断を先送り

第二名神を審議する国幹会議
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厳
し
い
過
疎
地
の
特
定
局
運
営

大瀬郵便局で（右から2人目がニノ湯議員）

地
方
自
治
は
理
事
者（
執
行
部
）と
議
会
が
車
の

両
輪
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
る
。
最
近
の
地
方
分
権

に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
に
権
限
が
委
譲
さ
れ
て
、

知
事
や
市
町
村
長
の
力
が
強
く
な
っ
て
来
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
の
行
政
を
監
視
す
る
議
会
の
権

限
は
な
か
な
か
強
く
な
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
議
会
側
の
全
国
組
織
で
あ
る
都
道
府
県
議
長

会
、
市
議
会
議
長
会
、
町
村
議
長
会
は
か
ね
て
よ

り
地
方
議
会
の
運
営
の
自
由
度
を
高
め
、
活
性
化

を
は
か
る
た
め
に
、
地
方
議
会
の
運
営
を
細
か
く

規
制
し
て
い
る
地
方
自
治
法
を
改
正
し
て
ほ
し
い

と
要
望
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
二
ノ
湯
議
員

も
市
議
会
議
長
会
会
長
と
し
て
こ
の
運
動
に
深
く

か
か
わ
っ
て
き
た
。
議
会
側
の
権
限
強
化
は
、
地

方
議
会
の
活
性
化
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
前
進

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
反
面
理
事
者
側
に

と
っ
て
は
、
議
会
が
今
以
上
に
強
く
な
る
こ
と
に

は
抵
抗
が
あ
る
。
し
か
し
、
議
会
制
度
の
見
直
し

は
、
時
の
流
れ
で
あ
り
、
昨
年
�2
月
9
日
の
地
方

制
度
調
査
会（
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
）で
次

の
項
目
が
答
申
さ
れ
、
通
常
国
会
に
地
方
自
治
法

の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
新
た
に

議
会
制
度
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、
①
議

員
が
複
数
の
常
任
委
員
会
に
所
属
で
き
る
②
議
会

は
議
事
の
審
査
に
必
要
な
参
考
人
を
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
る
③
議
長
は
、
臨
時
議
会
を
招
集
す
る
こ
と

が
出
来
る
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

地
方
議
会
は
、
自
由
な
運
営
が
可
能
と
な
り
、
活

性
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

参
議
院
総
務
委
員
会
は
、
�
月
�6
・
�7
日
、
愛

媛
県
に
行
政
視
察
を
実
施
し
た
。
今
回
の
視
察
の

目
的
は
、
市
町
村
合
併
、
町
づ
く
り
、
特
定
郵
便

局
の
運
営
、
Ｉ
Ｔ
社
会
実
現
の
現
状
な
ど
を
つ
ぶ

さ
に
見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

両
日
と
も
朝
早
く
か
ら
、
夕
方
ま
で
非
常
に
忙

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
休
憩
時
間
を
ほ
と
ん
ど
取

れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
松
山
空
港
到
着
後
、
先

ず
愛
媛
県
庁
を
訪
れ
、
県
知
事
や
松
山
市
長
か
ら

市
町
村
合
併
の
状
況
、
財
政
状
況
、「
坂
の
上
の

雲
」
を
軸
と
し
た
町
づ
く
り
の
説
明
を
受
け
た
。

次
に
喜
多
郡
内う

ち
こ子
町
に
足
を
運
び
、
地
方
公
共
団

体
事
務
を
受
託
し
て
い
る
特
定
局
の
大
瀬
郵
便
局

を
視
察
、
西
予
市
で
は
明
治
�5
年
建
築
と
い
う
開

明
学
校
、
江
戸
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
商
家
が
建

ち
並
ぶ
卯
之
町
の
町
並
み
を
見
学
、
松
山
市
で

は
、
南
海
放
送
本
社
を
訪
ね
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
開

始
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
会
社
幹
部
か

ら
苦
労
話
を
聞
い
た
。
宇
和
島
市
で
は
、
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
の
現
状
に
つ

い
て
市
長
及
び
担
当
者
か
ら
話
を
聞
い
た
が
、
地

方
に
お
い
て
も
着
実
に
情
報
化
社
会
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
回
の
視
察
先
で
注
目
を
し
て
い
た
の
が
、
特

定
郵
便
局
に
よ
る
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
代
行
業
務

で
あ
っ
た
。
大
瀬
郵
便
局
で
は
、
県
内
で
初
め
て

証
明
書
交
付
事
務
を
平
成
�5
年
4
月
�
日
か
ら
開

始
し
て
い
る
が
、
住
民
の
利
用
は
一
日
に
一
件
程

度
で
、
一
年
間
で
300
件
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
方
で
は
、
頻
繁
に
証
明
書

な
ど
を
必
要
と
す
る
人
が
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
一
通
162
円
の
手
数
料
が
郵
便
局
に
入
る
が
、

経
費
と
の
関
係
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
維
持
し

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
昨
年
の
郵
政

民
営
化
論
議
の
中
で
、
郵
便
局
の
業
務
拡
大
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
郵
便
局
が
郵
便
・

貯
金
・
保
険
以
外
の
業
務
の
範
囲
を
広
げ
て
、
収

益
を
上
げ
る
の
も
、
口
で
言
う
程
易
し
く
は
な

い
。

我
が
国
は
、
他
の
先
進
国
で
も
類
を
見
な
い
程

急
激
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
労
働
人
口
が
減
少
す
る
。
高
齢

者
や
女
性
を
現
在
以
上
に
労
働
力
と
し
て
活
用
し

て
も
、
今
の
経
済
水
準
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
将
来
的
に
は
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
日
本
人
が
嫌

悪
す
る
介
護
や
福
祉
の
分
野
に
よ
り
多
く
の
外
国

人
労
働
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
に
、

昨
年
の
��
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
看

護
師
・
介
護
福
祉
士
を
、
日
本
の
国
家
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
を
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
経
済
界
か
ら
も
、
優
秀
な
外
国
人
労
働
者

を
国
家
が
厳
し
く
管
理
を
し
て
受
け
入
れ
る
体
制

を
早
急
に
整
備
す
べ
き
だ
と
の
声
が
出
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
外
国
人
の
不
法
入
国
・
不
法
就

労
の
問
題
が
後
を
絶
た
な
い
。
し
か
も
、
不
法
入

国
者
・
不
法
就
労
者
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
お

り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
外
国
人
の
入
国
・

就
労
に
関
し
て
は
、
法
務
省
の
入
国
管
理
局
と
厚

生
労
働
省
が
縦
割
り
で
管
理
し
て
お
り
、
正
確
な

就
労
実
態
す
ら
把
握
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

我
が
国
は
、
今
ま
さ
に
外
国
人
労
働
力
の
受
け

入
れ
政
策
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
去
る
�2
月
�3
日

に
、「
外
国
人
材
交
流
推
進
議
員
連
盟（
会
長
・
玉

澤
徳
一
郎
衆
議
院
議
員
・
元
農
水
大
臣
）」
が
設

立
さ
れ
た
。
設
立
の
旗
振
り
役
で
あ
り
、
議
連
の

事
務
局
長
を
務
め
る
二
ノ
湯
議
員
と
同
期
の
中
村

博
彦
参
議
院
議
員
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
二
ノ
湯

議
員
は
幹
事
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
郵
政
法

案
に
関
す
る
処
分
の
影
響
で
、
二
ノ
湯
議
員
は
党

や
国
会
で
の
役
職
に
は
就
い
て
い
な
い
が
、
議
員

連
盟
で
は
、
こ
れ
で
3
つ
目
の
役
職
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

今
後
の
日
本
の
社
会
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
大
き
な
問
題
だ
け
に
、
議
員
連
盟
で
し
っ
か
り

と
し
た
議
論
を
交
わ
し
、
よ
り
よ
い
方
針
を
打
ち

出
す
必
要
が
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
の
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
。

地
方
議
会
制
度
の

　
　
　
　
　

見
直
し
が
実
現

期
待
さ
れ
る
監
視
機
能
の
強
化

参議院総務委員会
愛媛県に行政視察

外
国
人
材
交
流
推
進
議
員
連
盟
の
設
立

二
ノ
湯
議
員
、
幹
事
に
就
任
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● �今回は、久し振りに乙訓南部を歩きます。霊験あら
たかな山崎聖天さんをはじめ、名神高速の近代的な
インターチェンジを眺め、長岡京が誇る勝竜寺公園
と歴史文化と自然が調和した街並みを歩きます。是
非皆様のご参加をお待ちいたしております。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第156回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

第155回
みんなで歩こう湯歩会（参加者61名）

東福寺仏殿本堂前にて

一
、
小
泉
改
革
で
「
勝
ち
組
」「
負
け
組
」
が
出

来
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
一
生
懸
命
努
力
し
て

勝
ち
組
に
な
っ
た
人
の
努
力
は
評
価
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
問
題
は
努
力
も
せ
ず
に
、
額
に
汗
せ

ず
浮
利
を
求
め
る
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

一
、
堀
江
氏
が
逮
捕
さ
れ
る
前
、
七
九
四
円
だ
っ

た
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
株
価
は
、
一
〇
〇
円
割
れ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
攫
千
金
を
夢
み
て
ヘ
ソ
ク

リ
で
ラ
イ
ブ
ド
ア
株
を
買
っ
た
多
く
の
主
婦
は
、

大
き
な
損
失
を
こ
う
む
り
今
頃
後
悔
し
、
悲
し
み

に
沈
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
家
庭
騒
動
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

一
、
人
間
は
、
大
金
持
ち
に
な
る
と
自
家
用

ジ
ェ
ッ
ト
機
を
持
ち
た
が
る
の
か
。
耐
震
強
度
偽

装
問
題
で
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
ヒ
ュ
ー
ザ
ー
の

小
嶋
社
長
、
そ
し
て
ホ
リ
エ
モ
ン
こ
と
ラ
イ
ブ
ド

ア
の
堀
江
社
長
も
五
十
六
億
円
も
す
る
ジ
ェ
ッ
ト

機
を
発
注
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん

な
ゼ
イ
タ
ク
が
で
き
る
の
も
税
金
の
か
か
ら
な
い

あ
ぶ
く
銭
が
入
っ
て
く
る
か
ら
か
。

一
、
耐
震
強
度
偽
装
問
題
、
法
令
違
反
を
繰
り
返

し
て
い
る
東
横
イ
ン
、
防
衛
施
設
庁
の
官
製
談

合
と
毎
日
話
題
に
事
欠
か
な
い
。
法
を
破
り
、
条

例
を
無
視
し
て
人
間
は
利
益
を
追
求
す
る
。
し
か

し
、
悪
事
が
バ
レ
れ
ば
結
局
は
元
も
子
も
な
く
な

り
、
儲
け
た
金
を
全
て
吐
き
だ
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
悪
銭
身
に
付
か
ず
、
人
間
正
道
を
歩
ん

だ
方
が
、
最
後
は
笑
う
こ
と
に
な
る
。

一
、
日
朝
協
議
は
何
の
進
展
も
見
せ
ず
に
終
わ
っ

た
。
国
民
が
熱
望
し
て
い
た
拉
致
被
害
者
の
消

息
、
帰
国
な
ど
の
交
渉
も
ま
る
で
取
り
つ
く
島
が

な
い
態
度
だ
っ
た
よ
う
だ
。
煮
て
も
焼
い
て
も
食

え
な
い
人
間
と
は
北
朝
鮮
当
局
者
の
よ
う
な
人
を

指
す
の
だ
ろ
う
か
。

一
、
我
々
の
職
業
は
、
不
規
則
な
生
活
、
美
食
が

常
に
つ
き
ま
と
う
。
従
っ
て
、
生
活
習
慣
病
に
な

り
や
す
い
。
幸
い
に
今
回
も
市
民
病
院
で
の
健
診

の
結
果
、
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
毎

日
40
分
～
50
分
の
散
歩
を
励
行
し
て
い
る
効
果
か

も
し
れ
な
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所
☎075-315-2228

と　き 3月5日㈰　午後3時 開会
ところ 国立京都国際会館（左京区宝ヶ池）

改革からビジョンと経営へ

山田啓二知事を励ます
けい じ

活力京都総決起大会

山
田
啓
二

山
田
啓
二

若
さ
と
行
動
力

現
地・現
場
主
義

け
い

じ


